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日本語学習者によるイク・クル、テイク・テクルの習得研究

　　　　　　　一プロトタイプ理論の観点から一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅谷奈津恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要旨

本研究では、イク・クル、テイク・テクルの習得について、話者の視点と多義性という

観点から分析した。資料はOPIコーパスを用い、英語・中国語・韓国語を母語とする日

本語学習者計90名の発話データから、日本語能力と習得の関連を考察した。その結果、

以下のような傾向が観察された。

1）本動詞イクとクルでは、話者の視点と移動の方向が一致するイクのほうが使用され

　やすい。

2）補助動詞テイクとテクルでは、テクルのほうが使用されやすい。

3）日本語能力が上がるに従い、イク・クルのプロトタイプである人の空間移動からよ

　り抽象的な移動へと使用が広がって行く。

4）補助動詞のテイク・テクルにおいても、プロトタイプの物理的空間移動から非プロ

　トタイプである認知的用法、時間的用法へと使用が広がっていく。

　また、本研究の調査結果から、イク・クルのような多義語の習得についてはプロトタ

イプ理論による説明が有効であるという示唆が得られた。

【キーワード】　移動動詞、OPIコーパス、視点、多義語、プロトタイプ

1．はじめに

　イク・クルは、日本語の教室で早くから導入される語であるが、補助動詞のテイク・

テクルも含めると様々な用法があり、完全に習得するのは困難であると推測される。

　多義語の習得については、カテゴリーの認知において典型的メンバーと非典型的メ

ンバーを想定するプロトタイプ理論を用いた研究が行われている（si　ai　1995；Tanaka

1987）。それによると多義語の様々な意味の中でもプロトタイプ的なものが先に習得さ

れ、そうでないものは使いこなすのが難しいと指摘されている。本研究では、こうし

たプロトタイプ理論に基づき、イク・クルの基本義と周辺的用法及びテイク・テクル

への意味的つながりから習得との関連を考察する。
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2．研究の背景

　まず、本動詞のイクとクルについて先行研究を概観すると、両者の使い分けには話

者の視点が関与し、イクでは起点側に、クルでは到達点側に話者の視点がおかれると

いうことが指摘されている（大江1975；久野1978；森田1993）。

　母語習得に関する調査をみると、斉藤・久慈（1985）は、イクがクルよりも先に習得

され、イクは移動主体と話者の視点が一致するため易しいのではないかと推測してい

る。初出形を比較すると、イクでは移動主体＝話者である「行く」、「行こう」が多い

のに対し、クルでは「来た」が殆どで移動主体は他者が多いという違いが見られた。

また、授受表現においても動作主体と話者の視点が一致するアゲルが、モラウ、クレ

ルよりも先行すると報告されている。

　第二言語習得に関する研究をみると、イク・クルは取り上げられておらず、視点表

現の中でも授受動詞や受身に関する研究が中心である。授受表現について調査を行な

った大塚（1995）では、母語調査（斉藤・久慈1985）同様にアゲルの習得が早いこと

が報告されている。従って、視点と動作主体の一致は第二言語習得でも重要な要因で

ある可能性が高く、イク・クルは母語習得と同じ過程を示すことが予測できる。

　イク・クルの使い分けには話者の視点が関わっているが、イク自体、あるいはクル

自体の習得の難しさは、多義性で説明ができる。Rosch（1973）やLakoff（1987）によ

って展開されたプロトタイプ理論は人間の認知構造に関するモデルであり、ある特定

のカテゴリーの中に内部構造を認め、プロトタイプ的メンバーと非プロトタイプ的メ

ンバN－一一Fによって構成されていると考える。例えば、breakのプロトタイプ的メンバーは、

break　the　vaseであり、　break　the　traditionは非プロトタイプ的メンバーということにな

る。カテゴリー内はプロトタイプ的なものとそうでないものに分かれるが、その構造

はプロトタイプ的なものが中心となり、そこから他の語義が広がっているとイメージ

できる（田中1990、第3章）。

　こうしたプロトタイプ理論をイク・クルに適応してみると、そのプロトタイプは物

理的移動であり、そこから抽象的な用法へと広がっていくと考えられる。浜田（1989）

は、人の空間移動という中心的用法から〈移動主体〉と〈移動空間〉という意味要素

が抽象化されることによって、非中心的・抽象的な用法へと拡張されていく過程を説

明している。抽象化は、特に移動主体に注目することによって理解されやすい。浜田

によると、話者が動くとみなす事物はイク・クルの移動主体になりうるが、その中で
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も自ら動くことのできる人間が中心的な要素であり、次に動物や、「動く物」としてと

らえやすい乗物、台風、郵便物などが続く。さらに抽象化が進むと、時間（例：［年］

ゆく年くる年）や認知的なもの（例：［直感］私にはピンと来た）も移動主体として用

いられる（例文は浜田1989）。

以上の説明をもとに、イク・　“．“・“一一“・“’““’t“S…帆矧ビ…tt－e－－e－一・一一・・一“一一

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

クルの多義の広がりを、図示す　！　②認　　　　　　　　　　　　　　時間　、
　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ると、右のようになる。中心に5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三

位置するのは、人の物理的移動　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“一

理的移動（①’）、さらに認知的移動（②）や時間的移動（③）へと広がっていくと考

えることができる。

　これまでイク・クルの語義の拡大について述べてきたが、イク・クルが文法化され

た補助動詞テイク・テクルにおいても、同様の過程が想定できる。テクルを例とすれ

ば、本動詞の基本義が保持された物理的移動がプロトタイプであり、派生的用法とし

て「名案が浮かんできた」のような認知的用法や、「60年生きてきた」のような時間

的移動に関係したアスペクト用法が広がっていくと考えられる（Hasegawa　1993）。プ

ロトタイプは、そのカテゴリーの中でより基本的で典型的なものであり、習得しやす

いとされる（Rosch　l973；白井1998）が、イク・クル、テイク・テクルの習得でも、

プロトタイプの物理的移動から習得が進むといえるだろうか。また、イクがクルに先

行するとすれば、補助動詞の場合も同様にテイクがテクルに先行するだろうか。

　すでに指摘したように、イク・クルは日本語学では度々取り上げられてきているが、

第二言語でどのような習得過程が見られるかはまだ確認されていない。本研究で調査

を行なうことにより、視点表現の発達過程を明らかにしたいと考える。また、本動詞

と補助動詞が意味のつながりを持つものとして習得上の難易度をプロトタイプにより

説明できれば、教室でのインストラクションに役立てられるはずである。

　そこで、本研究では以下の2点を研究課題とし、イク・クルテイク・テクルの習得

過程を調査する。

1）イクとクル、テイクとテクルでは、どちらが先に習得されるか。

2）日本語能力が上がるに従い、イク・クル、テイク・テクルの用法はどのように広が
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っていくか。

3．研究方法

3．1．分析資料

　分析資料としては、ACTFL－OPIの文字化資料であるKYコーパス（注1）を用いた。

KYコーパスは、　ACTFレOPIの基準にそって日本語会話能力が測定されており、初級

から超級までかなりの量の文字化資料がそろっている。従って、日本語能力とイク・

クル、テイク・テクルの習得の関係を考察するために適した資料だと思われる。対象

者の母語は、英語、韓国語、中国語、各30人である。日本語レベルは、各母語で初級

5人、中級10人、上級10人、超級5人ずつとなっている。

3．2．分析方法

3．2．1．分析手順

　まず、文字化資料からイク・クル、テイク・テクルが使用された箇所及び使用が義

務的な箇所を抽出し、用法別に分類した。次に、抽出箇所を正用、過剰使用、非使用

（使用が義務的であるが用いられなかった箇所）に分け、TLU値（Target　Like　Use）

を算出した（Ellis1994、　pp．75－76）。　TLu値は、次のように算出した。

　　　TLU値　＝正用数÷（正用数＋過剰使用数＋非使用数）×100

　正用、過剰使用、非使用の判定は、筆者が行った。また、本研究の焦点は学習者が

イク・クル、テイク・テクルをどこで用いどこで用いないかという点であることから、

活用やテンス・アスペクトの間違いについては誤用としなかった。

3．2．2．用法の分類基準

　次に、用法の分類基準について述べる。

　まず、本動詞だが、使用例を移動主体により「話者」、「他者」、「その他」の3つに

分類し、人の物理的移動から派生用法への広がりを考察する。

　補助動詞については、抽象的用法がかなり拡大されており、移動主体による分類で

は不十分である。そこで、Hasegawa（1993）の分類に従い、①物理的空間移動、②認

知的用法、③時間的用法の3つに分類した。物理的空間移動と認知的用法は中心的意

味からの派生の度合いによりさらにサブカテゴリーを設けた。分類例を以下に記す。

　　①物理的空間移動

①一1動作主体の移動［移動と方向］：テイク・テクルが物理的空間における「移動」
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　と「方向」を表わし、本動詞の意味特徴が保持されている。この中には、a移動の

　様態・手段（例：毎日学校に歩いてくる）、b動作・行為の順次性（例：ご飯を鍵⊆

　いった）、c付帯状況（例：学校に本を持ってくる）が含まれる。

①一2動作主体の移動［方向］：テイク・テクルが移動を表わす動詞につき、移動の「方

　向」を表わす。（例：猫が井戸に落ちていった。）

①一3対象物の移動：目的語の移動を示す動詞についたもの（例：ジョンが私に花束を

　投げてきた。）で、テイクは用いられずテクルだけが用いられる。①一1、①一2と異な

　り、この用法では動作主体は移動せず、花束などの対象物だけが移動する。

　　②認知的用法

②一1存在：「女の子が生まれてきた」「兵隊が死んでいく」のようにテクルが出現を、

　テイクが消滅を示す用法。

②一2知覚：「おなかがすいてきた」のように話者の知覚を示す用法。

　　③時間的用法

　話者が現象を時間的にどう把握しているかを示す用法で、開始（例：雨が隆二2二⊆き

た。）や動作の継続（例：今まで生きてきた。これから生活していく。）が表される。

4．　結果

4．1．本動詞イク・クルについて

　母語別の本動詞の使用使用状況を表1～3に示す。この表からわかったことは以下

の通りである。

　第一に、合計の欄を見ると、全体的な使用数はクルよりもイクのほうが多くなって

いることがわかる（イク：クルの総使用数［正用＋過剰使用］は、中国語母語話者が

165：150、韓国語母語話者が183：141、英語母語話者が183：94）。

　第二に、TLU値の欄を見ると、イク・クルともに、どのレベルでも概ね80％以上と

高くなっていることがわかる。ただし、クルの正用は「中国の西安から来ました。」（中

国語母語話者・初級）のように、「（話者及び他者の）母国から日本」への移動を表わ

す表現が多く観察された。特に、初級レベルのクルの正用は殆どがこの用法で、中国

語母語話者が63％（5／8）、韓国語母語話者が100％（9／9）、英語母語話者が80％（8／10）

を占めていた。

　第三に、過剰使用の合計を見ると、全体に数は少ないがクルよりもイクのほうが多

一70一



く、クルや他の移動動詞を使用すべき箇所にもイクを用いやすいようである（イク：

クルの過剰使用は、中国語母語話者で5：4、韓国語母語話者で11：3、英語母語話者

で9：1）。例えば、次の発話は一日の行動について話している場面であるが、「インタ

ビュー」は今行なっているOPIを指し、「来ました」とすべき箇所である。

　　例1）【英語母語話者・初級】

　　S：う一ん。インタビュー、に行きます。ん、今日。【←来ました】

クルの過剰使用については、初級レベルではどの母語でも観察されず、中国語・韓国

語母語話者では中級以上に各1、2例、英語母語話者には上級に1例が見られただけ

であった。例2は上級英語母語話者の発話で、約束の時間に行けないことを電話で連

絡するというロールプレイであるが、聞き手のところへの移動にクルを用いている。

　　例2）［英語母語話者・上級］

　　T：あ、Sさん、こんにちは、どうしました

　　S：今日ちょっと用事ができて、来られない、と思うんですけど【←行けない】

これは、母語のcomeからの転移（大江1975）の可能性が考えられるが、こうした文

脈が他のインタビューにはなかったため、英語母語話者だけの特徴であるのかは、今

回のデータからは明らかではない。

【表1：中国語母語話者イク・クル使用状況】

イク クル

レベル 移動主体 正用 過剰 非使 TLU レぐル 移動主体 正用 過剰 非使 TLU

話者 10 2 0 83 話者 7 0 0 100

他者 2 0 0 100 他者 1 0 0 100
初級

T人 その他 0 0 0 騨

初級

T人 その他 0 0 0 一

話者 57 0 1 98 話者 31 1 0 97

他者 12 3 0 80 他者 1准 0 3 79
中級

P0人 その他 0 0 0 欄

中級

P0人 その他 0 0 0 一

話者 43 0 0 100 話者 45 0 0 100

他者 16 0 2 89 他者 13 2 0 87上級

P0人
上級

P0人 その他 4 0 0 100 その他 7 0 0 100

話者 6 0 0 100 話者 20 0 0 100

他者 8 0 1 89 他者 11 1 0 92超級

T人
超級

T人 その他 2 0 0 100 その他 0 0 0 繍

合計　　　　　　　　160 5 4　　　95 合計 146 4 3 95
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【表2：韓国語母語話者イク・ クル使用状況】
イク クル

レペβ 移動主体 正用 過剰 非使 Tω 1ハ゜乃 移動主体 正用 過剰 非使 TLU

話者 7 2 0 78 話者 8 0 2 80
初級

T人

他者 0 0 0
一 他者 1 0 0 100

その他 0 0 0
囎

初級

T人 その他 0 0 0
扁

話者 29 5 0 85 話者 41 0 5 89
中級

P0人

他者 8 0 0 100 他者 9 1 0 go

その他 0 0 0
一

中級

P0人 その他 2 0 0 100

話者 61 4 0 94 話者 32 0 1 97
上級

P0人

他者 25 0 1 96 他者 19 1 0 95

その他 2 0 0 100

上級

P0人 その他 0 0 0
糧

話者 27 0 1 96 話者 18 1 0 95
超級

T人

他者 8 0 0 100 他者 7 0 0 100

その他 5 0 0 100

超級

T人 その他 1 0 0 100

合計 172　　11 2 93 合計 138 3 8 93

【表3：英話母語話者イク・クル使用状況】

イク クル

レペ轟 移動主体 正用 過剰 非使 TLU レペ轟 移動主体 正用 過剰 非使 τLU

話者 17 2 0 89 話者 7 0 1 88
初級

T人

他者 0 0 0
旧 他者 3 0 0 100

その他 0 0 0
一

初級

T人 その他 0 0 0
廟

話者 38 3 0 93 話者 16 0 2 89

中級

P0人

他者 5 1 0 83 他者 10 0 1 91

その他 8 0 0 100

中級

P0人 その他 1 0 0 100

話者 50 2 1 94 話者 30 1 2 91

上級

P0人

他者 22 0 0 100 他者 10 0 0 100

その他 2 0 0 100

上級

P0人 その他 1 0 0 100

話者 27 1 0 96 話手 10 0 1 91

超級

T人

他者 3 0 0 100 他者 2 0 0 100

その他 2 0 0 100

超級

T人 その他 3 0 0 100

合計 174 9 1 95 合計 93 1 7　　92

　第四に、移動主体を見ると、初級では「話者」及び「他者」、つまり人だけであるが、

中級の韓国語・英語母語話者には「そめ他」もあり、人以外のものも移動主体として

用いられていることがわかる（中級レベルの「その他jの使用は、韓国語母語話者が

クルに2例、英語母語話者がイクに8例、クルに1例）。ただし、中級学習者に使用さ

れたのは、全て乗物や郵便物という具体物で「動くもの」としてとらえやすいもので
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あった（例3）。

　　例3）［韓国語母語話者・中級］

　　S：7時ごろに、あの、韓国から1麩、郵便物ありました。

　上級・超級になると、どの母語でも移動主体に「その他」が用いられており、「労働

運動j（例4）や、「ショック」（例5）のように、より抽象的なものが移動主体として

表現されていた。

　　例4）［韓国語母語話者・上級］

　　S：（韓国の労働運動は）過激派のリーダーとかいれば、そのリーダーに従って、

　　　あのう、全く違う方向に、あのう、ftstL場合もすごく多いんですね。

　　例5）［韓国語母語話者・超級］

　　S：日本人はこうあるだろう、確かにこうだろう、とあまりこう、固くですね、

　　　先入観、なくなったっていうか、そういうところから塞迄ショックですね。

　以上、本動詞イク・クルの使用状況をまとめると、「母国から日本」への移動を除き、

移動表現としてはクルよりもイクのほうが使用されやすいこと、日本語能力が上がる

に従い移動主体が人（表中の「話者」、「他者」）以外にも拡張され、イク・クルを抽象

的な意味（表中の「その他」）で用いることができるようになることがわかった。

4．2．補助動詞テイク・テクルについて

　次に、補助動詞の使用状況をみる。なお、初級では英語母語話者に「歩いてきます」

（①一1）が1例みられただけであるため、表は中級以上の分析結果を載せる。

　全体としてみると、本動詞と異なり、テイクよりもテクルの使用数のほうが多い。

レベル毎に使用状況を比較すると、中級では、「①一1」と「①．2」（例6）はどの母語で

も正用が見られる。

　　例6）【韓国語母語話者・中級】

　　　S：家にまた星2コ⊆きS、あの、コンビヤストアのラーメン買って、

　しかし、「物理的空間移動」の中でも、「①・3対象物の移動」は上級・超級になって

も全く正用が見られなかった。上級レベルで、使用が義務的な箇所に用いることがで

きない例もあった（例7）。

　　例7）【英語母語話者・上級】

　　S：でも、今朝、両親がアメリカから量巡ね、【←電話してきました】
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【表4：中国語母語話者テイク・テクル使用状況】

中級10人 上級10人 超級5人

用法 正用 過剰 非使 τ田 正用 過剰 非使 Tしu 正用 過剰 非使 丁田

①一1移動と

綷

テイク薗　　一　　甲　　一　　一　　■　　一

eクル

　1■■一■擢一

@1

　0噌　　一　　印　　繭　　夢

@0

　0噌　　一　　噛　　儒　　，　　偏

@0 P00

　4一　　一　　単　　一　　一　　一

@1

　0置　　甲　　置　　一　　一

@〇

　0－　　一　　昌　　隔　　一　　一

@〇

100一置■一一

P00

　1甲　　一　　一　　■　　一　　甲

@1

　0置　　■　　甲　　冒　　一

@〇

　0置置一■一置

@0

100冒　　卿　　一　　贋　　一　　一

P00

①一2方向 刊ク置置置一圏■一

eクル

　0－　　｝　　｝　　卿　　繭　　，

@1

　0一　　爾　　儒　　〇　　－

@0

　0餉　　一　　一　　一　　嗣　　■

@0
．．＝．－

P00

　1■冒■圏闇一

@13

　0一　　層　　層　　顧　　■

@0

　0闇　　闇　　噌　　瞭　　胴　　廟

@0 P00

　0齢　　一　　贈　　膚　　鼎　　襯

@1

　0幣　　離　　嗣　　瞬　　印

@0

　0膚　　一　　卿　　顧　　卿　　卿

@0
＿：：嶋

P00

①一3対象物

ﾌ移動

テイク胴　　一　　■　　一　　｝　　胃　　　

e伽

一一＝一．

@0
．：：．－

@0
一一＝．，

@0
，ご＿一 ＿コー－

@0
ご：．，

@0
．一＝一一

@〇

一一「ニー　｝ 一一＝．．

@0
．．＝＿

@0
．．＝．，

@0
＿二＿　幽

②4存在
テイクー　　噂　　喝　　■　　■　　■　　■

e伽

　0－　　一　　一　　一　　噌　　一

@1

　0騨　　騨　　弾　　一　　一

@2

　0一　　一　　一　　一　　一　　一

@〇

一「ニー

R3

　0－　　一　　回　　鴨　　騨　　1

@14

　0脚　　鷲　　一　　⇔　脚

@0

　0凹　　一　　，　　騨　一　　嶋

@0
．．：：．

P00

　0哨　　學　　隅　一　　騨　　■

@2

　0－　　一　　一　　冒　　曹

@0

　0－　　一　　一　　冒　　胴　　一

@〇
一二．
P00

②一2知覚
刊ク■　　一　　一　　曜　　一　　即　　甲

eクル

　0一脚囎輔昌一

@〇

　〇一一一■■

@0

　0■一■層冒胃

@0
，二1＿顔

　0一一一曽一■

@3

　0冒■■冒■

@0

　0－一一閣曜口

@0
。。1二，

P00

　Oo　　輌　　一　　申　　一　　一

@2

　〇一　　冒　　■　　一　　曽

@0

　0曽　　一　　藺　　曽　　離　　贈

@0
繭．：：鱒．

P00

③時間的用

@
テイクー一一一一■凹

e伽

　0胴曜罹閑｝｝

@0

　0，　　＿　　闇　　一　　噴

@1

　〇一　　繭　　■　　一　　讐　　■

@0
．一二．

@0

　15甲　　ゆ　　轄　　一　　輌　　一

@26

　0薗一一一一

@1

　2凹蟹一一閣胴

@2 X0

　5｝　　P　　幣　　一　　一　　一

@10

　〇一　　閏　　一　　一　　■

@0

　0一　　一　　冒　　一　　P　　｝

@o

100蘭　　｝　　爾　　，　　．　　ゆ

P00

【表5：韓国語母語話者テイク・テクル使用状況】

中級10人 上級10人 超級5人

用法 正用 過剰 非使 TLU 正用 過剰 非使 TしU 正用 過剰 非使 T田

①一1移動と

綷

テイクー　　｝　　｝　　”　　即　　｝　　一

eクル

　〇一一讐一一一

@3

　〇一｝胃｝▼

@0

　〇一　　雫　　一　　一　　畠　　■

@1
．：ニー

V5

　1一　　節　　一　　隼　　一　　昌

@5

　〇一一一嗣騨

@0

　0｝｝一｝｝－

@1

100－｝一一働

W3

　〇一一騨””｝

@2

　〇一印単一一

@〇

　0－　　一　　一　　一　　一　　麟

@0
＿二＿
P00

①2方向
テイク＿　　響　　騨　　一　　噂　　一　　一

eクル

　0一胃騨一胃▼

@3

　1い　　一　　一　　一　　一

@〇

　0暉　　一　　一　　一　　冒　　－

@2

　0騨　　｝　　噂　　胃　　一

U0

　2一塵一■一一

@5

　0騨扁胃胃騨

@1

　0一　　一　　一　　P　　－　　－

@0

100■冒隔層鴨

W3

　1胃　　w　　白　　一　　一　　一

@13

　〇一一一冒一

@〇

　0一　　胃　　騨　　胃　　騨　　騨

@0

100騨　　騨　　一　　塵　　一　　一

P00

①一3対象物

ﾌ移動

テイクー一一■一一一

eクル

一．＝．－

@0
．」：．，

@0
．．二．．

@0
一．ニー騨 ＿二＿

@0
＿ニー

@0
一一二．．

@0
＿ニー一 ．．：：一一

@〇
＿二，

@0
．．＝．．

@0
一一゜�D．一

②一1存在
テイク＿一一一一一一

eクル

　〇一一騨曜一冒

@2

　〇一　　一　　騨　　噸　　一

@〇

　0－■一團冒”

@0
ご：．．

撃盾

　〇一一幽一一一

@2

　〇一胃一旧，

@1

　0印　　一　　一　　一　　営　　一

@〇

一一二．

U7

　0”　　”　　冒　　｝　　一　　一

@3

　〇一一一一一

@〇

　0－　　一　　即　　閑　　■　　脚

@0
＿二．
P00

②一2知覚
テイク”胃一一騨昌一

e伽

　〇一置一冒一冨

@0

　0騨　　降　　曹　　一　　一

@〇

　0辱　　一　　一　　幽　　■　　－

@0
一二：＿一

　0騨　　騨　　一　　昌　　一　　一

@1

　0－一團騨胴

@0

　0－一一一一騨

@0
．一：ニー

P00

　0■■一曜一匿

@1

　〇一　　嘔　　一　　一　　帥

@0

　0一一一一一罷

@0
＿二．．

P00

③時間的用

@

テイク昌　　一　　■　　一　　一　　曽　　回

e伽

　〇一　　一　　一　　齢　　騨　　一

@〇

　0－一一■－

@0

　0一　　囎　　一　　一　　一　　傅

@1
ご：一一

@〇

　3－　　■　　一　　一　　一　　曹

@2

　0葡　　一　　哺　　一　　一

@〇

　0冒一一一■－

@0 P00

　19“　　一　　一　　一　　昂　　■

@11

　0■■隔冒閣

@0

　Oo　　噛　　鳴　陣　　騨　　鞘

@0

100■■■一一■

P00

【表6：英語語母語話者テイク・テクル使用状況】

中級10人 上級10人 超級5人

用法 正用 過剰 非使 ILU 正用 過剰 非使 TLU 正用 過剰 非使 τ田

①一1移動と

綷

テイクー　　一　　甲　　冒　　回　　曜　　胴

e伽、

　OF一一｝一一

@4

　〇一一一一■

@0

　1－■回騨｝腰

@0 P00

　1幽一一■口騨

@1

　0曜　　一　　，　　－　　m

@O

　0零　　｝　　畠　　鞘　　■　　－

@0

100一冒■冒一

撃盾

　0胴　　｝　　一　　騨　　一　　一

@〇

　0昌塑一一■

@0

　0一　　騨　　曜　　一　　m　　－

@0
＿二＿葡

①2方向
テイクー　　幽　　噌　　一　　一　　一　　一

eクル

　0｝｝■闇闇甲

@2

　0－一｝一一

@〇

　〇一旧一■層隅

@1
．こ二．

U7

　5一幽■■一一

@7

　1旧｝一一一

@2

　2一　　脚　　一　　甲　　一　　｝

@3

63一一働一旧

T8

　0一　　閣　　一　　｝　　｝　　－

@4

　〇一　　一　　一　　一　　一

@〇

　1■隔圏冒一一

@〇

　0■　　顧　　胸　　旧　　噌　　騨

P00

①一3対象物

ﾌ移動

テイクー■■一一層胴

e伽

＿＝一，

@0
一「：一一

@〇

＿：．－

@0
，二，。齢 ．一：：一一

@〇
＿二，

@0
．一＝．．

@2
一．：：－

@0
＿二：＿

@0
，．二．

@0
．一二＿

@0
＿ニー．一

②一1存在
テイク昌餉■■匿一冒

e伽

　0騨　　一　　｝　　幡　　一　　単

@0

0鞘甲畠一畠

O

　0學　　一　　一　　■　　一　　一

@〇

．」二．一

　0一　　一　　一　　一　　一　　一

@2

　0一一騨層■

@0

　0’　　一　　一　　一　　一　　一

@3
ご二．

S0

　0闇■一騨騨｝

@6

　0脚　　船　　一　　一　　昌

@0

　0－　　一　　一　　一　　隔　　隔

@0
．．：：一，

P00

②．2知覚
テイクー　　一　　一　　冒　　一　　冒　　噺

eクル

　0卿　　一　　一　　一　　鱒　　噂

@0

　〇一一一■■

@0

　0一　　一　　需　　一　　即　　吻

@0
ごニー囎

　0■■■一冒騨

@4

　0一　　一　　鞭　　印　　需

@0

　〇一　　一　　一　　一　　■　　－

@0
一一二．

P00

　1一　　瞭　　印　　一　　一　　岬

@2

　〇一　　一　　一　　置　　■

@0

　0■　　一　　＿　＿　　廉　　⇔

@0

100一　　騨　　一　　鼻　　■　　－

P00

③時間的用

@

テイク“　　麟　　一　　一　　一　　■　　■

e伽

　0－　　■　　一　　一　　嚇　　鵯

@0

　0の　　鴫　　一　　鱒　　騨

O

　0脚　　■　　■　　■　　一　　■

@1
一二：一一

Z

　7一　　一　　一　　一　　一　　■

@9

　0－一一團一

@3

　0鴨　　聯　　一　　騎　　一　　，

@1 U9

　9－　　一　　一　　一　　■　　－

@7

　0一　　印　　闘　　願　　一

@〇

　3一薗■一■－

@0

75騨　　騨　　開　　麟　　蝉　　一

P00
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　上級・超級になると、「②認知的用法」やf③時間的用法」にもテイク・テクルが多

用されている。時間的用法は、テイクが現在から未来、テクルが過去から現在への経

過を示す用法が多く観察された。中国語母語話者では、テイクの90％（18／20）、テク

ルの84％（32／38）、韓国語母語話者では、テイクの63％（12／19）、テクルの82％（9／ll）、

英語母語話者では、テイクの94％（15／16）、テクルの79％（15／19）がこの用法であ

った。以下のように、話者が基準とする時間が過去におかれている場合でも、やはり

過去から現在への経過を表すためにテクルが用いられている。これは、結婚式のスピ

ーチをするというロールプレイの場面である。

　　例8）［英語母語話者・超級］

　　S：（新郎とは）ちょっとある団体で一緒に仕事しないといけないことがありまし

　　　て、まあ、ね、毎日のように夜中に電話があったりして、まあその時からいろ

　　　いろと親しくなってきたわけなんですけれども、

「親しくなった」のは「そのとき」以降のことを表わしているため、「親しくなってい

った」も可能だと思われる。続く発話では、現在を基準として未来を示す用法にテイ

クが用いられていた（例9）。

　　例9）［英語母語話者・超級］

　　S：（新郎は）すごくいい家族　いていけるんじゃないかな、という風に思います

　　　からね、まあこれからも一緒にがんばっていきましょう、

　以上、補助動詞テイク・テクルの分析結果をまとめると、初級ではほとんど使用が

みられないが（英語母語話者に1例のみ）、中級で物理的空間移動の用法が使用されは

じめ（表の①一1と①一2）、上級・超級になると認知的用法（表の②一1、②一2）や時間的

用法（表の③）が使用されるようになっていく過程がうかがえた。また、テイクとテ

クルでは、全体的にテクルのほうが使用されやすいことがわかった。

5．考察

　以上の分析結果から、まず、研究課題1のイクとクル、テイクとテクルでは、どち

らが先に習得されるかという点について考察する。

　イクとクルを比較すると、初級学習者が使用したクルは「母国から日本」への移動

を表わす用法がほとんどであり、これ以外の移動にはイクが過剰使用される傾向が見

られた。「母国から日本」への移動にクルが当初から正確に使用されているのは、自己
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紹介などで多用され、日本語の教室でも導入される表現であることが考えられる。従

って、全体としてはイクの使用が先行すると推測される。イクが先行する理由として

は、母語習得で指摘されているようにイクでは移動主体と話者の視点とが一致するた

め（斉藤・久慈1985）ということが考えられる。この説明が正しいとすれば、移動主

体が話者である場合は特に視点を移動主体に合わせやすく、イクが選ばれやすいと予

測できる。しかし、本研究の分析資料では、話者が主語となることが圧倒的に多かっ

たため、移動主体の違いによりイク・クルの使用状況が異なるかどうかは比較できな

かった。

　補助動詞テイク・テクルについては、テクルのほうが使用されやすく、本動詞と異

なった使用傾向であることがわかった。これは、まず、テクルを使用していたのがほ

ぼ中級レベル以上に限定されていたため、この時点では既にクルも使いこなせるよう

になっていたとことが考えられるだろう。また、テクルのほうが日本語母語話者でも

使用頻度が高いという可能性も考えられるが、これについては実際に母語話者のデー

タを分析し、確認することが必要である。

　次に、研究課題2のイク・クル、テイク・テクルの用法の広がりについて考察する。

　イク・クルの多義性と習得の関連については、日本語能力が上がるに従い、イク・

クルの移動主体が「人→乗物・郵便物→現象・出来事」へと拡張していく過程が見られ、

人の物理的空間移動というプロトタイプ的用法から抽象的な移動へと広がっていくこ

とが確認された。

　テイク・テクルに関しては、イク・クルよりも出現は遅れるが、やはり物理的空間

移動が早く習得され、そこから認知的用法、時間的用法に使用が拡張されていく過程

がうかがえた。しかし、「母が小包を送ってきた」のような「対象物の移動」は、分析

資料中に正用が全く見られなかった。「対象物の移動」は、他者の話者（及び話者が視

点をおく人物）に対する働きかけを示し、話者の態度がかかわってくるため、他の物

理的空間移動を示す用法よりも複雑な用法であることが考えられる。

　以上、イク・クル、テイク・テクルの習得について考察を進めてきた。本研究はデ

ータ数は少なく習得の全容を解明するには不十分であるが、ここで観察された傾向を

以下にまとめる。

　1）本動詞イクとクルでは、話者の視点と移動の方向が一致するイクのほうが使用さ

　　れやすい。
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2）補助動詞テイクとテクルでは、テクルのほうが使用されやすい。

3）日本語能力が上がるに従い、イク・クルのプロトタイプである人の空間移動から

　より抽象的な移動へと使用が広がって行く。

4）補助動詞のテイク・テクルにおいても、プロトタイプの物理的空間移動から非プ

　ロトタイプである認知的用法、時間的用法へと使用が広がっていく。

　こうした傾向が観察されたが、本研究の分析資料は自由発話であり、ある用法が観

察されなかったとしても未習得なのかどうかは明らかでない。今後は、ストーリーテ

リング等の誘出発話や文法性判断テストを用いた調査を実施し、本研究と同様の傾向

が見られるかどうかを検証したい。また、第二言語を習得する際に母語の影響が見ら

れることはしばしば指摘されていることであり、学習者の母語の移動動詞を調べ、そ

の影響を考察することが必要である。

6．おわりに

　本研究では、OPIコーパスを用いて英語・中国語・韓国語を母語とする日本語学習

者のイク・クルテイク・テクルの習得状況を、話者の視点と多義性という観点から分

析を行なった。分析の結果、イクとクルを比較すると、イクの方が過剰に使用される

傾向があることがうかがえた。こうした傾向の要因としては、イクは話者の視点と移

動方向が一致するため、学習者に使用されやすいのではないかという可能性を指摘し

た。また、多義性に関しては、学習者の日本語能力が上がるに従い、本動詞・補助動詞

ともにプロトタイプ的用法（物理的空間移動）から、非プロトタイプ的用法（抽象的

移動）へと使用が広がっていく過程が観察された。以上により、多義語の習得につい

てはプロトタイプ理論による説明が有効であり、さらに、補助動詞の習得には本動詞

との意味のつながりが関わっているとの示唆が得られたが、その検証は今後の課題と

したい。

謝辞：本研究を進めるにあたり、上智大学の小柳かおる先生にご指導を賜りました。

　　また、お茶の水女子大学の森山新先生から、きめ細かいご助言をいただきました。
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注

（1）KYコーパスは、平成8～10年度科学研究費補助金基盤研究「第二言語としての

　日本語の習得に関する総合研究」（カッケンブッシュ寛子代表）において、鎌田修

　氏と山内博之氏を中心に作成されたコーパスである。
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An　Acquisitien　Sudy　of　tκUA《UR｛ノand－TE’κUI－TEκt／R｛ノ

　　by　JSL　Leamers：Based　on　an　OPI　Corpus　Analysis

SUGAYA　Natsue

　　This　study　aims　to　examine　JSL　learners，　acquisition　processes　of　the　basic　motion　verbs

lK乙1／Kし乙Rσand　the　related　auxiliary　verbal　expressions－TEIKrU／－TEKURU　in　terms　of

leamers璽proficiency　levelS，　us血1g　the　ACTFレOPI（Oral　koficiency　lnterview）corpus．

　　　The　results丘om　this　stUdy，　which　was　descriptive　in　nat㎜∋，　show　the　following

tendency．

i）Compa血g　the　tWo　main　verbs　IKU　and　K乙rRU，孤（乙ろfbr　which　the　speaker撃s　pOint　of　View

　　corresponds　to　the　direction　ofmovement，　is　used　more　often　than　1ωRひ．

ii）Compa血g　the　two　auxiliary　verbal　eXpressions－TEIKU　and－TEKURしな一TEKURU　is　used

　　more　often　than　－TEK乙rR　U．

iii）JSL　leamers　acqu廿e　the　prototype　meaning　of刀（U／KしIRU，　which　indicates　a　physical

motion　of　human　beings，血en　eぬend舳use　to　less　proto卵ical　me曲gs．

iv）JSL　leamers　acquire　the　prototype　meaning　of　－TEIKUILTEKURU，　a　motion　in　physical

　　space，　then　eXtend　their　use　to　less　prototypical　metaphorical　meanings・

iii）and　iv）suggest　that　Prototype　Theory　could　explain　the　acquisition　of　polysemic　words

such　as　IK｛ノ7KUR　U．

（Graduate　School，　Ochanomizu　University）
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